
〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称 岡山県子ども観光大使 

28 年度募集テーマ 『笑顔』   『場づくり』   ※該当テーマに してください。

テーマとの関連 

◎テーマをどのように受け止め、貴団体の取組と合致すると考えたのかをお書きください。 

子ども観光大使は、郷土の魅力を学ぶ「場づくり」を行っている点で合致しま

す。岡山市では、「岡山城」「後楽園」「吉備津彦神社（桃太郎伝説）」「池田動物

園」「ANA クラウンホテルでのシェフによるパフェ作り」「西大寺観音院でのはだ

か祭りの学習」を学習しました。現地で、専門家に協力いただき、見学、体験活

動をしたりして、五感をフル活用して学びます。静岡で始まったこの取り組みは、

TOSS という教員の団体（全都道府県の約１万名の教員が参加）が実行委員会の中

心となり、４３都道府県で実施されています。（2016 年 12 月現在）また、学んだ

魅力を発信する「場づくり」も行っています。写真俳句、動画などでイベント当

日や HP、全国大会等で発信しています。写真俳句は、作家の森村誠一氏が提唱し

た表現方法です。地域の魅力の写真を基に俳句を考えます。そして、文章で地域

の魅力を説明します。２０１５年度は、写真俳句コンクールを行い４６８作品が

集まり、１２の賞を選びました。また、全国大会が今年の７月岡山大学で開催さ

れ、全国２７県から１０２名の子ども観光大使と保護者・関係者合わせて総勢４

１４名が集いました。自県の魅力を発信しました。こうした場づくりは、2019

年のラグビーワールドカップ、2020 年東京オリンピックに向けた取組でもありま

す。将来は、日本のよさを訪れる外国人に発信できる子どもを育てることを期待

しています。 

子ども観光大使は、認定されるためのテスト（検定）を毎回の会場で行ってい

ます。3 問のテストで 100 点がとれたら認定です。100 点取ったときは、ガッツ

ポーズをして喜ぶ子もいます。選択肢をつけて、低学年でも答えやすいようにし

ています。全員合格で全員に成功体験を保証するのが私達の団体の理念の一つだ

からです。参加した子どもの約 95％が「楽しかった」とアンケートで答えていま

す。活動は、子どもたちの「笑顔」でいっぱいです。同伴した保護者、地域の協

力者、スタッフも活躍する子どもたちの姿を見て自然と「笑顔」になります。子

ども観光大使は、関わるすべての方を「笑顔」にする取り組みだと考えます。

目的・解決をはかりた

い課題の状況・目標 

◎取組の目的、解決をはかりたい社会課題の状況把握・ニーズ把握、解決後の姿（目標として

いる状況）などについて記載してください。 

近年、自分の住んでいる地域の良さやすばらしさを知らずに大人になってしま

う子、別の地域へ移り住む子が増えています。地域の大人が働きかけなければ、

子どもが地域を誇りに思うこともないかもしれません。みんなで「まちづくり」

をしていくという意識も受け継がれていきません。そこで、地域の良さを知り、

体験することを通して、自分達の住んでいる地域を好きになり、誇りに思う子ど

もを育成したいと考えます。そして、その子ども達が、この活動で知った地域の

良さを発信し、まちづくりに携わっていくようにしていきたいです。 

観光立国の基本理念である「住んでよし，訪れてよしの国づくり」の実現のた

め，観光に対する興味や理解を教育の早い段階から促し，地域の魅力を発信でき

る担い手が必要であるとの認識に立ち「岡山県子ども観光大使」の認定事業を実

施しています。



取組の内容 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

対象地域は、岡山県全域です。現在の活動の中心は、岡山市です。対象者は、県内の小学生と幼児です。

誰でもどこの会場にも参加することができます。対象人数は、各会場の事情によって異なります。１０～３

０名程度を定員としています。

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

岡山県子ども観光大使実行委員会：子ども達がふるさと岡山に誇りをもってほしいという声に賛同した団

体・行政が協働で運営し、活動しています。実行委員会は、TOSS教師を中心に３８名のメンバーがいます。 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

①見学 地域で有名な所を見学し、その土地の良さを現地で感じてもらえるようにする。 

②体験 地域で有名な所で物を作ったり、絵を描いたりして地域のよさを発見できる活動をする。 

③発信 地域の良さを様々な人に発信し、地域のよさを広げていけるようにする。発信手段としては 

俳句や映像、文章などである。 

④検定 当日学んだことを３問の問題に答えることが検定である。 

⑤認定 検定問題で合格すると認定証が授与される。 

４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

（１）岡山県子ども観光大使 2015年度 

 →http://okayamakodomokankoutaisi.jimdo.com/ 

（２）倉敷市子ども観光大使2015年度 

→http://kodomokannkoutaisi-okayama.jimdo.com/ 

（３）岡山県子ども観光大使 2016年度 

 →http://okayamaken-oyama-sinrin-kodomo.jimdo.com/ 

（４）第2回 全国連合子ども観光大使大会in晴れの国おかやま 

 →http://tossmak.main.jp/kanko-okayama/ 

（５）子ども観光大使JAPAN 

 →http://kids-s-ambs.jimdo.com/ 

協働の体制 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、

具体的に記載してください。

岡山県子ども観光大使実行委員会の実働は、TOSS 教師が中心です。イベント実現に向けて、岡山市教員

を中心に様々な市町村の教師と企画を練ります。その後、各団体と交渉します。必ず打ち合わせを現地で行

います。TOSS の理念や子ども観光大使の活動の経緯等を、資料を基にお話します。相手の団体の理念や実

績は事前に下調べして話し合いが円滑に進むようにします。こうして団体間の目的の共有をします。その後

は、当日に向けて密に連絡を取っていきます。告知や申込受付、当日の資料準備等は、TOSS 教師が行いま

す。外部団体の方には、会場を提供していただいたり、現地のガイドや体験活動の講師になっていただいた

りしています。子どもたちの将来のための社会貢献活動というビジョンが共有できれば、対等な協働関係を

築いていくことができると考えます。各会場によって、協働する団体が異なります。これまでに岡山県では

４５会場の子ども観光大使を実施してきました。５０団体を超す団体と協働して運営しています。 

取組の工夫 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。 

子どもが地域の魅力を発見できるよう、地域資源を「現地」で見たり、体験したりする活動

をしてきました。本やテレビで見る疑似体験ではなく、現地でのリアルな体験です。人的資源

の活用は、地域資源に詳しい専門家の方を講師としてお招きし魅力をより理解できるようにお

話や活動をしていただいたりしました。また、保護者同伴としたことで低学年の子も親のサポ

ートを受け活動にスムーズに取り組めたり、学習の理解を深めたりすることができていました。 

◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。 

①子ども達に「郷土愛」を育てる取組です。 

②「現地」での「見学」「体験」を基に、地域の魅力を発見する取組です。 

③保護者同伴が原則で、子どもとじっくり関わることができ、親子で楽しみ絆を深められる

取組です。 

④岡山県全県下で開催しています。１会場参加だと参加した市町村の子ども観光大使に、２

会場参加すると、岡山県子ども観光大使に認定されます。 

⑤学校の教員発の子ども・保護者・地域の方々を巻き込んだ社会貢献活動です。社会貢献活

動なので参加費は、原則 保険料と材料費（必要な場合）のみです。 

⑥様々な方々と協働し、全国４２都道府県で行われている取組です。 



⑦2016 年には、岡山市で全国大会が開催されました。県下の全首長からの応援メッセージを 

はじめ、後援を観光庁、日本郵便株式会社、岡山県全自治体・全教育委員会・観光協会等、

100 団体近くいただきました。年１回、全国大会が開催されます。第 1 回は、栃木（2015

年）第 2回は岡山（2016 年）第 3回は静岡（2017 年）です。 

⑧2019 年ラグビーワールドカップ、2020 年東京オリンピックに向け、日本の魅力を世界へ発

信できる子を育てることを目指す取組です。 

⑨応援団が次々表れ、関わる人が「笑顔」になる取組です。 

成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化

などを記載してください。 

第一に、地域の良さを知ったり体験したりすることで、地域がより好きになったり誇りに思ったりする

子どもが育ちました。郷土愛の醸成を図る機会となりました。第二に、親子のふれあいにより絆がより強

くなりました。原則、保護者同伴です。一緒に活動を楽しむことでふれあう体験がうまれていました。第

三に、地域が活性化させることができました。子ども観光大使のイベントにより、その地域に関係者が訪

れ活性化しました。また、子どもが地域の良さを発信することで地域に訪れてもらうきっかけを作ること

ができました。協働での「場づくり」をした結果、子ども観光大使に関わった方の「笑顔」を引き出すこ

とができています。 

今後の活動展開 

など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

 TOSS という団体で実施報告を逐一行っています。全国各地で「岡山の事例を参考にし、実施

しました」という声をいただいています。また、HPやまちづくりセミナー、今回のまちづくり

賞などの事業に参画し、子ども観光大使を発信することで、団体を超えて成果の普及を一歩一

歩実現していくことを考えております。今年度は、全１２会場で残り２会場となりました。現

在、２０１７年度に向けて準備を進めているところです。2017 年度は、予定では１０会場岡山

県下で行います。また、2017 年の全国大会は、静岡県に決まっております。岡山県子ども観光

大使も現在４名立候補しています。はじめは、限られた地域の良さを発信する取り組みでした。

それが２０１５年度に市全域、今では全県下に広がっています。地域の良さを岡山県へ、全国

へ、２０１９年・２０２０年には世界へ発信できる子ども達が育つことを期待しております。 












